
十勝川の減災に関する取組方針【進捗管理表】 青字：課題

H28 H29 H30 H31 H32 取組の現状、課題 今後の予定

洪水氾濫を
未然に防ぐ
対策

洪水氾濫を
未然に防ぐ
対策

堤防整備
河道掘削
※北海道緊急治水対策
プロジェクト

帯広開発建設部 堤防整備や河道掘削を継続実施中 ・継続して対策を実施する

危機管理型
ハード対策

危機管理型
ハード対策

堤防天端の保護
堤防法尻の補強

帯広開発建設部 堤防天端の保護・堤防裏法尻の補強を継続実施中 ・継続して対策を実施する

住民の避難行動を促
し、迅速な水防活動を
支援するため、スマート
フォンを活用したリアル
タイム情報の提供のシ
ステム構築

十勝総合振興局
帯広開発建設部

・一部河川に仮水位計を設置（十勝総合振興局）
・スマートフォンで閲覧できる「川の防災情報（一般向
け、市町村向け）」を活用した情報を提供（帯広開発建
設部）

・H29に検討、H30年以降に水位計の本設置を行う（十
勝総合振興局）
・継続して情報の提供を図る（帯広開発建設部）

洪水予報等をプッシュ
型で情報発信するため
のシステム構築

帯広開発建設部 ・H29.5.1より運用開始 ・H30.5より未配信地区へ拡大する

防災行政無線の改良、
スピーカーの性能向
上、防災ラジオ配付など
の防災情報伝達基盤の
整備

帯広市、新得町、
清水町、芽室町、
中札内村、池田
町、幕別町、
十勝総合振興局

・屋内にいる人に確実に情報を伝える手法の改善が必
要（帯広市）
・電話、FAX、メールへの音声等一斉配信システムを導
入（新得町）
・防災行政無線が老朽化し、更新が必要であるうえ、
聞き取りづらいとの指摘がある（清水町）
・避難指示の連絡放送の聞き取りが難しい（芽室町）
・防災無線のデジタル化を継続実施（中札内村）
・消防庁の災害情報伝達手段アドバイザーの派遣事
業の決定を受け、高齢者等への情報伝達についてアド
バイスを受ける（池田町）

・固定式スピーカー、緊急起動ラジオなどの導入の必
要性について、引き続き検討する（帯広市）
・防災行政無線の必要性について、検討する（新得町）
・検討、設計及び整備を行う（清水町、芽室町、十勝総
合振興局）
・登録メールの登録数を増やすように努める（中札内
村）
・多様な情報伝達手段を検討する（幕別町、池田町）

大項目

ハード対策

避難行動、
水防活動、
排水活動に
資する基盤
等の整備

避難行動、
水防活動、
排水活動に
資する基盤
等の整備

スケジュール（上段：当初計画、中段：見直し計画、下段：実績） 取組状況
中項目 小項目 実施機関

資料４

バイスを受ける（池田町）
・水防警報発表に関しての伝達方法の検討（十勝総合
振興局）

想定最大規模も含めた
浸水想定区域図、浸水
シミュレーション（浸水ナ
ビ）、家屋倒壊等氾濫想
定区域の公表

帯広開発建設部 ・H29.3.7直轄河川の想定最大規模も含めた浸水想定
区域図、家屋倒壊等氾濫想定区域を公表

・浸水ナビ等への公開

想定最大規模の洪水に
係る浸水想定区域図に
基づいたハザードマップ
の作成と周知

12市町村
十勝総合振興局
帯広開発建設部

・HPに国土交通省ハザードマップポータルサイトへのリ
ンクを貼付（帯広市）
・想定最大規模の浸水想定区域に対する避難場所等
の検討（音更町、士幌町、本別町、十勝総合振興局）
・想定最大規模の洪水浸水想定区域図に基づいたハ
ザードマップの作成（豊頃町）
・想定最大規模の洪水浸水想定区域図に基づいたハ
ザードマップの作成、全戸配布、HP掲載（芽室町）
・想定最大規模の浸水想定区域図のデータ提供等の
作成支援（帯広開発建設部）

・想定最大規模の洪水浸水想定区域図が公表された
後、ハザードマップの作成に取りかかる（帯広市）
・H29年度中にハザードマップ作成、全戸配布（音更
町、清水町、幕別町）
・H30年度中にハザードマップ作成（士幌町、池田町）
・H29年度中にハザードマップ作成（新得町、豊頃町）
・必要に応じてハザードマップの追加配布（芽室町）
・H29年6月から、順次関係市町村と帯広建管の実務
者による避難場所等の調整を開始し、年度内を目処に
設定する（本別町、十勝総合振興局）
・市町村外も含めた避難場所の設定と、市町村間の協
定を締結するとともにハザードマップを作成（本別町）
・H30年度以降にハザードマップを作成、全戸配布（浦
幌町）
・引き続き、作成支援等を行う（帯広開発建設部）

持続可能な
地域防災力
向上を図る
ため、平常
時からの避
難体制を強
化する取組

平時からの
住民等への
周知・教育・
訓練に関す
る事項
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H28 H29 H30 H31 H32 取組の現状、課題 今後の予定
大項目

スケジュール（上段：当初計画、中段：見直し計画、下段：実績） 取組状況
中項目 小項目 実施機関

想定最大規模の洪水に
係る浸水想定区域図に
基づいたまるごとまちご
とハザードマップの整備
と周知

12市町村
帯広開発建設部

・H29年度中に公共施設に数カ所設置する（音更町）
・整備が可能な自治体と調整する（帯広開発建設部）
・想定最大規模の洪水浸水想定区域図に基づいたハ
ザードマップの検討、作成（中札内村、豊頃町）

・想定最大規模の洪水浸水想定区域図が公表された
段階で、整備の必要性を検討する（帯広市）
・取付箇所の選定（音更町）
・整備に向けて検討する（士幌町、清水町、芽室町、幕
別町、池田町）
・H29年度中にハザードマップ作成（新得町、中札内
村、豊頃町）
・市町村外も含めた避難場所の設定と、市町村間の協
定を締結するとともにハザードマップを作成する（本別
町）
・まるごとまちごとハザードマップの継続した周知を図
る（帯広開発建設部）

避難勧告に着目した防
災行動計画（タイムライ
ン）について、避難判断
基準を盛り込み、住民
や水防団等を含めた関
係機関と連携した訓練
の実施を通じ、精度向
上を実施

12市町村
十勝総合振興局
釧路地方気象台
帯広開発建設部

・直轄管理河川沿川の市町村のタイムラインを策定
（帯広市、帯広開発建設部）
・作成したタイムラインを利用した訓練を行う（音更町、
中札内村）
・タイムラインの素案を作成する（新得町）
・タイムラインの重要性は認識しているが、活用されて
いない（清水町）
・タイムラインに基づいた避難勧告等の判断・伝達マ
ニュアルの作成が必要（幕別町）
・避難行動計画の精度向上を図る（豊頃町）
・想定最大規模の洪水浸水想定区域図に対する避難
場所等の検討（本別町）

・随時、タイムラインのフォローアップを行う（帯広市、
中札内村、池田町、釧路地方気象台、帯広開発建設
部）
・継続して訓練を行う（音更町、芽室町、中札内村、豊
頃町、本別町、浦幌町）
・住民や関係機関と連携した防災訓練やタイムライン
に基づいた職員机上訓練を実施する（新得町）
・H29年度中に防災計画の見直しに併せてタイムライン
に基づいた避難判断基準等を盛り込む（士幌町）
・避難判断基準を盛り込んだタイムラインを活用した訓
練の実施に向けて検討する（清水町）
・避難勧告等の判断・伝達マニュアルを作成し、タイム
ラインの精度向上を図る（幕別町）

十勝川の洪水の特徴を
踏まえた、啓発資料の
作成と防災教育の実施

12市町村
十勝総合振興局
釧路地方気象台
帯広開発建設部

・出前講座等を活用した防災教育を実施（帯広市、士
幌町、音更町、幕別町、池田町、豊頃町、本別町、帯
広開発建設部）
・小学校と連携した避難訓練を行う（音更町）
・ハザードマップを作成・全戸配布・HP掲載（芽室町）

・継続して防災教育を検討、実施する（帯広市、士幌
町、清水町、釧路地方気象台、帯広開発建設部）
・継続して小学校と連携した避難訓練を行う（音更町）
・学習塾での出前講座を実施する（新得町）
・必要に応じてハザードマップの追加配布（芽室町）・ハザードマップを作成・全戸配布・HP掲載（芽室町）

・防災に関する資料を収集・取りまとめる（中札内村）
・十勝川の洪水の特徴に関するデータ不足により、十
勝川に特化した啓発資料や防災教育の実施は現状で
きていない（幕別町）

・必要に応じてハザードマップの追加配布（芽室町）
・専門家を招いた防災教育を実施する（幕別町）
・防災情報を盛り込んだハザードマップを作成、啓発を
行う（中札内村）
・HP等を用いて啓発する（池田町）
・リーフレット等の啓発資料を作成する（豊頃町、本別
町）
・H30年度以降にハザードマップを作成、全戸配布（浦
幌町）

地域住民と協働した地
域防災力向上の取組を
推進

12市町村
十勝総合振興局
釧路地方気象台
帯広開発建設部

・防災セミナー等を実施するとともに、自主防災組織設
立の支援や住民組織との防災訓練を実施（帯広市、音
更町、士幌町、芽室町、中札内村、幕別町、豊頃町、
本別町、帯広開発建設部）
・自主防災組織設立に向けた支援制度を設けている
が、町内会役員等の高齢化等により設立が進まない
（新得町）
・広報誌を利用した防災知識の啓蒙普及を実施（清水
町）
・H28年度に帯広市内の高校において、河川工事に関
しての講義を行った（十勝総合振興局）

・継続して防災教育等を検討、実施する（帯広市、音更
町、士幌町、新得町、清水町、幕別町、十勝総合振興
局、釧路地方気象台、帯広開発建設部）
・自主防災組織が行う避難訓練等への支援（豊頃町）
・避難所運営訓練の実施（本別町）
・自主防災組織の設立に向けた支援を行う（中札内
村、浦幌町）

関係機関の職員及び住
民を対象とした水防災
に関する講習会の開催

12市町村
釧路地方気象台
帯広開発建設部

・防災セミナー等の講習会を実施（帯広市、士幌町）
・水防講習会等に参加（音更町、新得町、幕別町、本
別町）
・出前講座等を活用した防災教育を実施（帯広開発建
設部）

・継続して講習会等を検討、実施、参加する（帯広市、
士幌町、新得町、清水町、芽室町、中札内村、幕別
町、豊頃町、浦幌町、釧路地方気象台、帯広開発建設
部）
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H28 H29 H30 H31 H32 取組の現状、課題 今後の予定
大項目

スケジュール（上段：当初計画、中段：見直し計画、下段：実績） 取組状況
中項目 小項目 実施機関

住民の水防災意識再構
築のため、広報誌や各
機関のホームページを
通じ十勝川での洪水の
歴史や恐ろしさを周知
する広報の充実

12市町村
釧路地方気象台
帯広開発建設部

・広報誌、HPを通じた防災意識の啓発（帯広市、音更
町、士幌町、新得町、清水町、芽室町）
・十勝川の洪水の特徴に関するデータ不足により、十
勝川に特化した啓発資料や防災教育の実施は現状で
きていない（幕別町）
・河川の防災に関するHPを構築（帯広開発建設部）

・継続して広報誌、HPを利用した広報の充実を図る（帯
広市、音更町、士幌町、新得町、清水町、芽室町、池
田町、本別町、浦幌町、釧路地方気象台、帯広開発建
設部）
・災害の写真展を開催する（中札内村）
・関係機関の間で情報共有を図り、広報に取り組む（幕
別町）
・周知方法を検討する（豊頃町）

利水ダムの状況をリア
ルタイムで共有及びダ
ムからの様々な放流量
でも臨機に対応できるよ
う洪水予測システムの
改良を実施し、関係機
関へ周知

帯広開発建設部 ・利水ダムのリアルタイム情報を共有できるよう、「川の
防災情報」を改良

・洪水予測システムの改良を行う

越水等の切迫度が首長
や住民等に伝わる洪水
予報伝文への改良を行
う

釧路地方気象台
帯広開発建設部

・切迫度が伝わる洪水予報文の改良（釧路地方気象
台、帯広開発建設部）

住民の避難行動を促
し、迅速な水防活動を
支援するため、多様な
手法を用いたリアルタイ
ム情報の提供

帯広市、士幌町、
中札内村、幕別町
帯広開発建設部

・HPやFB、防災無線、緊急速報メール、登録メール、
地元FMラジオ局、広報車等による情報提供（帯広市、
士幌町、中札内村、幕別町）
・スマートフォンで閲覧できる「川の防災情報（一般向
け、市町村向け）」を活用した情報を提供（帯広開発建
設部）

・継続して情報の提供を図る（帯広市、中札内村、帯広
開発建設部）
・情報伝達手段の整備拡充を図る（士幌町）
・登録メールの拡大に向けた取り組みを進める（中札
内村、幕別町）

洪水予報、避難勧告等
をプッシュ型で情報発信

12市町村
帯広開発建設部

・HP、緊急速報メール、登録制メール等による避難情
報の発信（帯広市、音更町、士幌町、新得町、清水町、
芽室町、幕別町、豊頃町）
・防災行政無線や広報車による情報発信の他、自治会
長等に避難情報を発信、また浸水想定（危険）区域内

・継続して情報発信を行う（帯広市、幕別町）
・更なる情報発信手段を検討する（音更町、士幌町、中
札内村）
・電話、FAX、メールへの音声等一斉配信システムを活
用し、洪水予報や災害警報等を情報発信していく（新

人的被害を
なくすため、
主体的な避
難行動を促
す緊急時の
防災情報を
共有する取
組

情報伝達、
避難計画等
に関する事
項

長等に避難情報を発信、また浸水想定（危険）区域内
に居住する住民に自主避難の呼びかけ（本別町）
・H29.5.1より運用開始（帯広開発建設部）

用し、洪水予報や災害警報等を情報発信していく（新
得町）
・登録制メールへの登録者数が増えるよう、システムの
PRと必要性を広報する（清水町、芽室町）
・スマホアプリ等の導入を広報、ホームページ等で周知
（池田町）
・避難情報の発令が夜間の場合、早期の避難準備・高
齢者等避難開始情報の発令、自主避難所の開設（本
別町）
・H30.5より未配信地区へ拡大する（帯広開発建設部）

市町村水防計画及び避
難勧告等の判断・伝達
計画の作成

12市町村
十勝総合振興局
釧路地方気象台
帯広開発建設部

・水防計画を作成（済み）若しくは改定する（音更町、士
幌町、清水町、芽室町、本別町、浦幌町）
・避難勧告マニュアル（水害編）を作成済み（中札内
村）
・避難勧告等の判断・伝達計画、避難勧告等の具体的
な判断基準の検討を行う（幕別町）
・避難勧告等の判断・伝達計画が未作成（豊頃町）
・氾濫の危険など市町村長が避難勧告等を出すため
の情報を積極的に伝えるため、市町村長と出張所長
等の間で直接連絡する体制を整える（H29.5に体制整
備）（十勝総合振興局）
・作成に必要な情報を提供し、策定を支援（釧路地方
気象台、帯広開発建設部）

・必要に応じ水防計画の見直し、水害時の避難勧告等
発令マニュアルの作成を行う（帯広市、音更町、新得
町、清水町、幕別町、豊頃町）
・H29年度中に防災計画と併せて見直しを行う（士幌
町）
・マニュアルの周知・理解活動を行う（中札内村）
・水防計画を改正する（池田町）
・継続して必要な情報の提供を行う（釧路地方気象台、
帯広開発建設部）

気象情報発信時の「危
険度」や「警報級の現
象」の表示の改善

釧路地方気象台 ・平成２９年５月１７日から、気象情報発信時の「危険
度」や「警報級の現象」の表示を改善し提供を開始して
いる

「大雨警報（浸水害）の危険度分布」及び「洪水警報の
危険度分布」の提供を開始する

ソフト対策
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H28 H29 H30 H31 H32 取組の現状、課題 今後の予定
大項目

スケジュール（上段：当初計画、中段：見直し計画、下段：実績） 取組状況
中項目 小項目 実施機関

想定最大規模の洪水に
係る浸水想定区域図に
基づいた避難場所・方
法の見直し

12市町村
十勝総合振興局
帯広開発建設部

・避難場所の検討を行う（音更町、中札内村、幕別町、
本別町）
・浸水区域内に避難所等がある（士幌町）
・指定緊急避難場所の選定（池田町）
・地域防災計画にて整備している（芽室町）
・各市町村が行う避難場所・方法の見直しについての
支援（十勝総合振興局）
・想定最大規模の浸水想定区域図のデータ提供等の
作成支援（帯広開発建設部）

・必要に応じて見直しを検討（帯広市、士幌町、新得
町、清水町、芽室町、中札内村、幕別町、本別町）
・H29年度中にハザードマップを作成、全戸配布（音更
町）
・浸水区域外に公共施設が少ないことから、民間施設
の賃借を検討するとともに、施設管理者と協議を行う
（池田町）
・ハザードマップの作成にあわせて検討する（豊頃町、
浦幌町）
・H31年度中にハザードマップを更新（本別町）
・H29.6月から関係市町村へ想定最大規模の浸水想定
区域図を提供する（十勝総合振興局）
・引き続き、見直し等の支援を行う（帯広開発建設部）

避難行動要配慮者利用
施設における避難場所
等の確保・訓練等に関
する取組を促進

12市町村
帯広開発建設部

・福祉避難所の利用に関する協定の締結や要配慮者
利用施設に対する避難計画の作成及び避難訓練の実
施を促進（帯広市、音更町、士幌町）
・地域防災計画にて整備している（芽室町）
・各施設の避難確保計画の把握、検証（中札内村、幕
別町）
・要配慮者利用施設の管理者に対する説明会を実施
（帯広開発建設部）

・継続して取組を促進する（帯広市、音更町、士幌町、
新得町、清水町、芽室町、中札内村、幕別町、池田
町、豊頃町、本別町、浦幌町、帯広開発建設部）
・施設利用者を収容する指定緊急避難場所の確保（池
田町）

円滑な避難・氾濫後の
復旧のため、道路管理
者との連携を図る

12市町村
十勝総合振興局
帯広開発建設部

・通行止め情報等の入手のため道路管理者と連携（帯
広市、音更町、士幌町、清水町、芽室町、中札内村、
幕別町、豊頃町、本別町、十勝総合振興局）

・継続して道路管理者と連携を図る（帯広市、音更町、
士幌町、新得町、清水町、芽室町、中札内村、幕別
町、池田町、豊頃町、本別町、浦幌町、十勝総合振興
局）

 （新たな重要水防箇所
評定基準に基づき）毎
年、重要水防箇所の見
直しを実施するととも
に、水害リスクの高い箇

12市町村
十勝総合振興局
帯広開発建設部

・重要水防箇所の見直しとともに共同点検を実施（帯
広市、音更町、士幌町、新得町、清水町、中札内村、
幕別町、豊頃町、浦幌町、帯広開発建設部）

・継続して共同点検を実施する（帯広市、音更町、士幌
町、新得町、清水町、芽室町、中札内村、幕別町、池
田町、豊頃町、本別町、浦幌町、十勝総合振興局、帯
広開発建設部）

長時間かつ
広範囲にお
よぶ浸水に
よる社会経
済被害を軽

水防活動の
効率化及び
水防体制の
強化に関す
る事項 に、水害リスクの高い箇

所の共同点検を実施
迅速な水防活動を支援
するため、災害事例等
の検証を行い、計画的
な水防資機材の充実を
図るとともに、各機関で
情報を共有し貸し出し
等が円滑に実施できる
よう検討を実施

12市町村
十勝総合振興局
帯広開発建設部

・水防資機材の確保・充実を図るとともに、関係機関と
の情報共有を図る（帯広市、音更町、士幌町、芽室
町、中札内村、新得町、清水町、幕別町、豊頃町、帯
広開発建設部）

継続して水防資機材の充実を図る（帯広市、音更町、
士幌町、新得町、清水町、芽室町、中札内村、幕別
町、池田町、豊頃町、本別町、帯広開発建設部）
・関係機関との連携を検討する（浦幌町）

関係機関が連携した水
防訓練を継続実施

12市町村
十勝総合振興局
帯広開発建設部

・水防訓練に参加（帯広市、音更町、士幌町、新得町、
清水町、芽室町、中札内村、幕別町、本別町、十勝総
合振興局、帯広開発建設部）

・継続して水防訓練を行う（帯広市、音更町、士幌町、
新得町、清水町、芽室町、中札内村、幕別町、池田
町、豊頃町、浦幌町、帯広開発建設部、十勝総合振興
局）
・水防団や関係機関と連携した水防訓練を検討（本別
町）

水防団、ダム、拠点施
設等への連絡体制の再
確認と情報伝達訓練の
実施

12市町村
十勝総合振興局
帯広開発建設部

・拠点施設、水防団等の関係機関への連絡体制の確
立（帯広市、士幌町、清水町、芽室町、中札内村、豊頃
町）
・情報伝達訓練に参加（帯広市、音更町、新得町、中
札内村、十勝総合振興局、帯広開発建設部）
・水門の内外水位のリアルタイム情報の共有体制を構
築（幕別町、帯広開発建設部）

・継続して拠点施設、水防団等への連絡体制の確保を
図る（帯広市、士幌町、清水町、芽室町、中札内村、幕
別町、池田町、本別町）
・継続して情報伝達訓練を行う（帯広市、音更町、新得
町、中札内村、豊頃町、浦幌町、十勝総合振興局、帯
広開発建設部）

済被害を軽
減する水
防・復旧活
動の取組

る事項

4



H28 H29 H30 H31 H32 取組の現状、課題 今後の予定
大項目

スケジュール（上段：当初計画、中段：見直し計画、下段：実績） 取組状況
中項目 小項目 実施機関

市町村の広報誌やホー
ムページを活用し、水防
団員の募集を図るととも
に、水防組織の維持・拡
充に向けた取組を推進

12市町村 ・水防団の募集として、HPやポスター掲示等による広
報を実施（帯広市、士幌町、新得町、清水町、幕別町、
池田町）
・水防団の募集の方法を検討する（音更町）
・各種団体や関係機関を通じて、拡充を図る（中札内
村）

・継続して水防組織の維持・拡充を図る（帯広市、士幌
町、新得町、清水町、芽室町、中札内村、幕別町、池
田町、豊頃町、本別町、浦幌町）

自主防災組織の育成 12市町村
帯広開発建設部

・自主防災組織の防災活動に対する財政支援（帯広
市、新得町、池田町）
・出前講座、避難訓練等を活用した支援を実施（帯広
市、音更町、芽室町、中札内村、幕別町、本別町、帯
広開発建設部）
・自主防災組織の組織率が低い（士幌町）
・自主防災組織はあるが、具体的な活動が行われてい
ない（清水町）
・自主防災組織を組織（池田町）

・出前講座や支援制度を拡充するなどして継続して支
援を行う（帯広市、音更町、士幌町、新得町、清水町、
芽室町、中札内村、幕別町、池田町、豊頃町、浦幌
町、帯広開発建設部）

訓練を通じ、排水ポンプ
車等の災対車の出動要
請及び自衛隊災害派遣
ほか災害出動に係る関
係機関との調整方法に
ついて確認

12市町村
十勝総合振興局
帯広開発建設部

・水防連絡協議会等を通じて連絡体制等を確認（帯広
市、音更町、清水町、芽室町、中札内村、幕別町、帯
広開発建設部）

・継続して確認を行う（帯広市、音更町、士幌町、新得
町、清水町、芽室町、中札内村、幕別町、池田町、豊
頃町、本別町、浦幌町、帯広開発建設部）

関係機関と連携する場
を設け、想定最大規模
の洪水を想定した排水
計画を作成

12市町村
十勝総合振興局
帯広開発建設部

・関係機関と共同で、想定最大規模の洪水を想定した
排水計画を作成（中札内村）

・関係機関と共同して、排水計画を作成（帯広市、音更
町、士幌町、新得町、清水町、芽室町、中札内村、幕
別町、池田町、豊頃町、本別町、浦幌町、帯広開発建
設部、十勝総合振興局）

想定最大規模の洪水に
係る浸水想定区域図に
基づいた災害時拠点施
設等の耐水化を促進

池田町、幕別町、
豊頃町、本別町、
浦幌町

・新たに設置した災害時拠点施設は、基礎高を通常よ
り高くするなどの対策を実施（幕別町）
・既存の避難施設の大半が浸水想定区域になる可能
性が高く、町の避難施設が足りない状況になる（本別
町）

・継続して施設耐水化を促進する（幕別町、池田町、豊
頃町、本別町、浦幌町）

氾濫水の排
水、施設運
用等に関す

る取組

町）
水門、樋門等の施設運
用について、出水時の
確実な対応ができるよう
体制の強化を推進

帯広開発建設部 ・施設の点検整備体制を強化するとともに、内外水位
のリアルタイム状況を共有するシステムを構築

・内外水位のリアルタイム状況を共有するシステム構
築の拡大を図る

拠点施設等
の自衛水防
の推進に関
する事項

浸水想定区域内の拠点
施設(病院、要配慮者利
用施設、変電所、大規
模工場、JR等)に対する
リスクの事前説明、適切
な情報提供

12市町村
帯広開発建設部

・ハザードマップを公表、リスクを周知するとともに、要
配慮者利用施設に対し、避難計画の作成や避難訓練
を促進（帯広市、本別町）
・浸水区域内に拠点施設はない（士幌町）
・拠点施設を選定のうえ、伝達する（中札内村、幕別
町）
・出前講座等を活用した支援を実施（芽室町、帯広開
発建設部）

・継続して支援等を行う（帯広市、音更町、芽室町、帯
広開発建設部）
・拠点施設を選定のうえ、必要に応じて情報提供する
（新得町、中札内村、幕別町、池田町、豊頃町、本別
町、浦幌町）
・浸水区域の変更により、拠点施設が対象になる場
合、適切な情報提供を行う（清水町）
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防災・減災に向けた取組み（帯広市）

帯広市では、市民の防災意識向上、防災体制の強化を図るため、防災出前講座や防災訓練、また、職員向けの勉強
会などを実施している。

日 時： 平成２９年１月２８～２９日
場 所： 稲田小学校
参 加： ２２７名（市民１０７名、関係機関・職員１２０名）
協力機関： とかち防災マスターネットワーク、

防災協定締結企業 等

訓練内容： 避難訓練、避難所開所訓練、災害時要援護者
搬送訓練、応急手当訓練、炊出訓練、

グループ研修（北海道版ＨＵＧ）、災害対策本
部通信訓練（市職員）、避難所宿泊体験 等

冬季防災訓練

連合町内会、単位町内会、市民団体等を対象に、防災出
前講座を実施し、市民の防災意識の啓発を図った。

特に、平成２８年８月の台風１０号への対応の検証のた
め、避難勧告を発令した地域の１４の連合町内会をはじめ
、単位町内会や各種団体など延べ１，０００人を超える市民
の皆さんと意見交換を実施。

防災出前講座

避難所運営机上訓練 避難所宿泊体験
台風１０号災害時に実際に避難所となった帯広北栄小学
校で、市職員を対象に施設勉強会を実施。
日 時： 平成２９年５月２３日
場 所： 帯広市立北栄小学校
参加者： 市職員３０名
内 容：①自主防災倉庫の備蓄品・

防災無線・特設公衆電話
の使用方法の確認

②校長先生から当時の対応事例の紹介 等

避難所施設現地勉強会

水害を想定した防災訓練の実施
日 時： 平成２９年９月３日（日）９：００～１３：００
場 所： 帯広第一中学校（浸水想定区域内）
内 容： 緊急速報メールの配信・受信

校舎上層階への避難訓練
冠水場所の歩行訓練 等

今後の取組み
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児童ら自らが実際に避難路を歩き防災について学びました（音更町）

◆平成28年8月の大雨により、音更町市街地を貫流する十勝川水系音更川では、既往最高の水位を記録しまし
た。多くの児童が音更川の増水状況を経験した木野東小学校において、関係機関の協力を得ながら防災教育を
実施しました。

実 施 日：平成28年11月1日（火）
対 象 校：音更町立木野東小学校 第４学年（児童数１２５人：４班に分けて実施）
主 催：音更町（総務部 情報・防災課）
協力機関：北海道地域(とかち)防災マスター、警察、北海道開発局 帯広開発建設部 治水課・帯広河川事務所
目 的：洪水時の避難先である下音更中学校までのルートを確認し、非常時に備える。

児童が避難ルートを歩いたときに感じた危険な箇所など聞き取り、避難路の安全向上に努める。
実施内容：①音更町ハザードマップの目的・記載内容について、児童との対話形式により説明。

②木野東小学校から、高台に位置する避難所である下音更中学校までの約２ｋｍの避難ルートを
実際に歩いて確認し、危険箇所を説明。

③避難ルートを歩いた後、各自の意見を共有するため、どのように感じたかを児童から発表。

「普段見慣れた風景でも、大雨時は危険な箇所が潜んでいること」を実際に避難路を歩きなが
ら学びました。
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防災訓練（非常参集・避難所運営）（士幌町）

◆平成28年８月の台風により音更川が増水、堤防が決壊したことにより、町内の広範囲にわたって避難勧告を
発令した。その際、職員間の連絡体制や情報伝達の手段と避難所の運営の対応について大きな課題があったこ
とから、職員（管理職員）を対象として非常招集訓練と避難所運営ゲームを通じて、課題への対応方法を協議
した。

実 施 日：平成２９年２月1日（水）
対 象：士幌町職員（管理職員）
目 的：①災害時の連絡体制の確認

②避難所を開設した際に想定される課題等の確認と対応方法の検討
実施内容：①非常招集訓練 ～緊急連絡網による招集～

②避難所運営ゲーム（HUG）

避難所を運営するには、さまざまな課題があることを確認。どのようにして対応すべきかを協議しました。
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消防団への加入に向け、広報誌での募集を実施（新得町）

◆地域を守る消防団の紹介として、新得消防団・屈足消防団及び機能別消防団員の顔写真入り機構を作成した。
その中で、消防団員の役割及び活動内容の紹介のほか、水難事故や水害発生時に出動するため平成２８年
４月に発足した機能別消防団員を紹介。
水防意識の維持拡充に向けた取り組みとして、平成２９年５月の広報紙に織り込み、団員の募集を実施した。
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防災・減災に向けた取組み（清水町）

・自助、共助、公助の精神のもと災害に強いまちづくりを目指します。
・気象情報や災害情報の迅速な伝達のため高齢者に配慮した情報伝達網の構築を行います。

27年10月配布 清水町防災ガイドマップ

登録メールの住民周知チラシ
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自主防災活動組織の設立促進に向けたはたらきかけ（芽室町）

◆災害時は、自助・共助が重要であることから、芽室町では自主防災組織の設立促進に力を入れています。具
体的には、自主防災組織の設立条件の緩和、災害時にも使用できる防災マップを活用した組織設立のはたらき
かけを行っています。

１ 自主防災組織設立の条件緩和
（１）内 容 自主防災組織の設立要件であった、①組織編制、②避難訓練の実施（３年に１回以上）、③図

上訓練、講演会の開催（年１回以上）を廃止した。
（２）考え方 自主防災組織のように、組織化されていなくとも、各町内会で行われている活動が自主防災組

織と同様に防災に寄与するものであれば、その活動を活かし、町として支援する。

２ 防災マップを活用した組織設立のはたらきかけ
（１）内 容 町内会ごとの防災マップを作成し、各町内会に配付する。町内会からの指摘・要望を踏まえ、

修正し、防災マップを完成させる。
（２）考え方 防災マップ作成の中で、地域の特性を把握してもらい、また、組織設立のきっかけを作る。

【防災マップの一例】
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◎平成２８年８月の大雨を受けて、いざというときの対応について、上札内小学校ＰＴＡの主催による中札

内村で起こりうる災害と避難方法などをみんなで考えました。また、防災に対する意識を高めることを目的

に、上札内地区の住民と上札内小学校の児童で、防災非常食の試食や避難所運営ゲーム「Doはぐ」を行い、

防災対策の課題について学びました。

○実施日 平成２９年１月２８日（土）

○参加者 上札内地区住民４５名、上札内小学校児童１５名 計６０名

○主 催 上札内小学校ＰＴＡ

○共 催 中札内村（総務課）

○協力機関 とかち防災マスター

上札内地区の住民と協働した「地域防災力向上」の取り組み（中札内村）

○協力機関 とかち防災マスター

○目的 地域防災力の向上及び防災に対する意識を高める

○実施内容 ①防災非常食の試食

②避難所運営ゲーム北海道版「Doはぐ」を５班に分かれて実施

③防災資機材の展示し、いざというときの購入啓発
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平成28年8月の台風災害対応に係る検証の実施（幕別町）

◆平成２８年８月の一連の台風に対する災害対応について検証するとともに、課題についての対応策をま
とめ、今後の災害対応ならびに防災・減災対策に反映させ、住民が安心して暮らせるまちづくりに向け
ての災害対策を推進します。

対応策に係る今後のとりくみ

●災害対策本部設置訓練の実施

●避難情報等の防災に係る住民への広報啓発（平成２９年広報まくべつ３月号より定期連載）

●樋門関連周辺の支障木・土砂等の除去（平成２９年４月３０日除却完了）

●河道の河畔林伐採（猿別川の止若橋からＪＲ鉄橋まで伐採完了）

●猿別水門の内外水位の遠隔監視（平成２９年４月１日から運用開始）

●：既に取り組んでいるもの
◎：早急に取り組むもの
○：順次取り組むもの

●猿別水門の内外水位の遠隔監視（平成２９年４月１日から運用開始）

●台風災害に係る請願者及び請願地区への説明会の実施（平成29年３月実施）

◎河道堆積土砂の除去（猿別川の止若橋からＪＲ鉄橋まで平成２９年度から随時河道掘削予定）

◎災害対策本部設置運営訓練の実施（随時実施予定）

◎職員を対象とした避難所運営訓練の実施 （随時実施予定）

◎災害時初動対応マニュアルの作成（平成２９年度）

◎避難勧告等の判断・伝達マニュアルの作成（平成２９年度）

◎ハザードマップ（防災のしおり）の見直し（更新作業中）

○地域防災計画、マニュアルの見直し

○防災情報メールの登録拡大に向けた取組

○多様な情報伝達手段の確保に向けた調査研究

○自主防災組織の拡充による情報伝達体制の整備
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防災・減災に向けた取組み（池田町）

自主防災組織の育成

◎「池田町自主防災組織活動交付金交付要綱」を策定し、財政面での支援。
・組織運営事業 20,000円/年（初年度30,000円＋世帯数×100円）
・避難訓練事業 開催１回につき30,000円＋参加人数×300円
・研修事業 開催１回につき10,000円＋参加人数×200円
・防災備品購入事業 年１回限り、１／２補助、上限50,000円
・災害用備蓄品斡旋事業 １／２補助、上限20,000円、年１回限り
・防災倉庫整備事業 １／２補助、上限100,000円、１度限り
◎平成２８年度は、避難訓練を４回、研修を５回開催、備蓄倉庫を２棟整備。
◎８つの自治会で組織済み。自主防災組織率は約４５％
◎自主防災が主催する研修時に出向き、水防災への備えについて説明。

８丁目町内会自主防災研修

◎町広報誌において消防団員（水防団
員）を募集。

水防団の維持・拡充

避難場所の見直し

◎浸水エリア外に公共施設が少ない事から、民間施設の利用を
検討し施設を選定。

◎今後施設管理者と協議を行い、協定書の締結を行う。

４丁目町内会防災倉庫 ６丁目町内会避難訓練
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・水害等による想定浸水区域に係るハザードマップを作成し、洪水に対するリスクの高い地域、
避難場所・避難経路等を住民に周知することにより、人的被害を最小限にする。

住民が今いる地域が洪水の影響を受ける可能性があることを示すことで、危険性について、
認知することができる。

住民の防災意識を高め、地域の防災力向上を図るための自主防災組織の充実が図れる。
また、想定浸水区域・避難場所・避難経路を示すことで、避難行動に活かされる。

防災・減災に向けた取組み（豊頃町）

【今後に向けての取組内容の概要】

まずは、住民等に水害リスクについて、認知してもらうためにも早期に水害ハザードマップを
作成し広く住民に周知し、防災知識の普及に努める。

今年度、洪水害等による想定浸水区域に係るハザードマップを作成し、住民に
配布・周知を実施する。
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災害から自らの生命を守るのに必要な能力や行動を身につけ、地域住民が自助及び共助の理念に基
づき、地域社会と連携した安全で安心な暮らしを促し、ひいては町全体の地域防災力の向上に資するこ
とを目的に実施しました。

１ 実施日 平成２８年１０月３０日（日） 午後１時～午後３時

２ 場 所 本別町中央公民館 ２階大ホール （出席者数 １２０名）

３ 主 催 本別町・本別町自立支援協議会

☆講演「障がいのある人の災害避難について」 ☆講演「変わる北海道の天気と異常気象」

講師：本別町障がい者自立支援協議会 講師：気象予報士 菅井 貴子氏

町全体の地域防災力の向上に資することを目的に
暮らしの安全講演会を開催しました（本別町）

会長 新津 和也氏

開発途上国では、天気
予報が届かないため、
ハリケーンが接近して
も避難できない。

８月に北海道を襲った
連続大風の特徴と、気
象予報から知る災害
への備えなど、最近の
異常気象を取り上げ、
その原因となっている
地球温暖化について
学びました。

障がい者の避難につ
いて、脳に機能障害を
もつ人は、外見だけで
はわからない。五感で
感じることが、過敏で
あったり過鈍であった
りするため、わがまま
を言ったり、突然大声
を出したりする。

廻りの人たちには、理
解と協力が必要など、
障がいを抱える人の思
いについて学びました。
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避難所運営ゲーム北海道版（Doはぐ）を実施（浦幌町）
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